
  

酢酸塩ゲルから合成した(Pr1-ySmy)1-xCaxCoO3の特性評価 

Characterization of (Pr1-ySmy)1-xCaxCoO3 synthesized from acetate gel 
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１．研究背景 

多元系酸化物である(Pr1-ySmy)1-xCaxCoO3（以下 PSCCO
と略す）は金属-絶縁体（M-I）転移することが報告され
ている[1]。これら多元系酸化物は一般的には酸化物原
料から固相反応によって得られている。しかし我々は，

固相反応とは異なる多元系酸化物合成プロセスとして，

酢酸塩を含むエタノール混合溶液に超音波を照射する

ことで酢酸塩に含まれる金属を均一に分散させた高濃

度ゲルを合成するプロセスを開発した。このゲルを用

いることで高品質な(Pr1-yYy)1-xCaxCoO3が合成され，その

抵抗率の温度依存性から明瞭な MI 転移を確認してい
る[2, 3]。そこで同じく多元系酸化物である PSCCOを酢
酸塩ゲルからの合成を試みた。 
本報告では，酢酸塩ゲルから合成した PSCCOの結晶
構造，組成分析，抵抗率の温度依存性について報告する。 

 
２．実験方法 

原料として酢酸プラゼオジム(Pr)，酢酸サマリウム
(Sm)，酢酸カルシウム(Ca)，酢酸コバルト(Co)を用いた。
これら原料を粉砕・混合し，ここにエタノールを加えた。

このとき金属の総モル数に対して，エタノールの重量

比を 1 mol/kg となるようにした。この溶液に超音波を
照射することで，酢酸塩に含まれる金属が均一に分散

された状態でゲルが形成される。得られた高濃度ゲル

をアスピレータによって減圧乾燥させた。その後，大気

雰囲気下において 800℃で 24 時間の焼成を行い，
PSCCO粉末を得た。さらにこれを 80 MPaで 10分間プ
レスすることでφ11 mm のペレットを作製した。これ
を酸素雰囲気下において 1200℃で 12 時間の本焼成す
ることで PSCCOバルク体サンプルを得た。 
得られた試料の構造解析には XRD， 組成分析には

EDXを用い，抵抗率は 4端子法で測定した。 
 

３．実験結果 

Table 1に組成 x = 0.3, y = 0.3で作製した PSCCOの組
成分析結果を示す。表中の組成比は Coの組成を基準と
した値を示している。仕込み組成とバルク体試料の組

成に大きな違いはないことが分かる。 
Fig.1 にバルク体試料の抵抗率の温度依存性を示す。
室温から 80Kまでは抵抗率は約 1mΩ-cmを示し， 80 K
を下回ると抵抗率は大幅に増大し 45K で 6020 mΩ-cm 
に達した。抵抗率の変化は 4 桁もの大きな変化である
ことが分かった。このことから，酢酸塩ゲルから作製し

た PSCCOにおいて明瞭なMI転移を確認することがで
きた。 
 
Table 1 Elemental compositions determined by EDX 

analysis of PSCCO (x=0.3, y=0.3).  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Fig.1 Temperature dependence of resistivity of PSCCO 

sample (x=0.3, y=0.3). 
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Pr Sm Ca Co
!"#体 0.494 0.202 0.296 1.000
理想 0.490 0.210 0.300 1.000
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